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	 	 ２ うんなんの「子育て支援」～教育分野～

 4　うんなん日和	 	 	 	 12　雲南市職員および消防職員採用試験受験案内
14　雲南病院だより	 	 	 18　わが家のホープ ほか
21　市役所からのお知らせ ほか	 32　８月のイベント情報 ほか

特	集

大人チャレンジ～雲南ゼミ～若者チャレンジ～幸雲南塾2015 ／ラボアカデミー
（７ページに記事掲載）

（４ページに記事掲載）

子どもチャレンジ
　～自分をつくる楽

がっこう

校 in おんせんキャンパス～ （７ページに記事掲載）



雲南市は平成27年度から一層の

教育分野について第3弾

うんなんの シリーズ『子育て支援』新新

　平成26年度に市内の保護者の方を対象に行ったアンケートでいただいた貴重なご意見を参考に、子育
てしやすい環境づくりに向け、｢教育｣｢子育て｣｢住宅｣関係の制度の新設・拡充を行いました！ 
　今月号では、「教育」分野について、子どもたちの学力の向上をはじめとする、知・徳・体のバラン
ス向上に取り組む雲南市独自のキャリア教育について紹介します。

子育て環境の充実に取り組んでいます!

 

幼児期
　・遊び
　・運動
　・体験活動

小学５,６年生
　・サイエンス教室
　・どようび英語
　・子どもチャレンジサタデー

中学２年生
　・カタリ場授業

中学３年生
　・チャレンジプロジェクト
 　〈地域課題解決学習〉
　・幸雲南塾inさんべ　
　・「夢」発見ウィーク

高校生
　・高校生×社会人等特別授業
　・マイプロジェクト
　〈地域課題解決学習〉

大学生、社会人大学生、社会人

・永井隆平和賞（小中高生対象）
・お弁当の日（小中学生対象）

ながい たかし

子どもチャレンジ子どもチャレンジ子どもチャレンジ

　「夢」発見ウィーク
　子どもたちが夢や希望をもち、将来の目標に向かってしっかり歩んでいける機会となるよう、市内全中学
３年生が同じ日程で、市内の事業所で３日間の職場体験学習に取り組んでいます。

　カタリ場授業
　少し年上の大学生や社会人と本音で語り合うことによって、子どもたちが自分の将来について主体的に考
えるきっかけづくりの機会となるよう、市内全中学２年生を対象に認定ＮＰＯ法人カタリバ※の提供するカ
タリ場授業に取り組んでいます。
　※「生き抜く力を、子ども・若者へ」を活動理念として、東京や東北を中心に活動している教育ＮＰＯ。

　幸雲南塾 in さんべ
　中学３年生の希望者を対象に、国立三瓶青少年交流の家で１泊２日のセミナーを行います。様々な職業の
社会人の話を聞き、将来の自分について考えます。

　永井隆平和賞
　「平和を」「如

にょ
己
こ
愛
あい
人
じん
」の願いを世界に訴え続けた永井隆博士の精神を広く伝えるため、全国の小学生から

一般の方を対象に平和をテーマとする作文を募集し、優秀作品の表彰を行います。市内小学６年生は全員、
永井隆平和賞発表式典に参加します。

　お弁当の日
　子どもたち自ら、「食」について理解を深め、安全で安心な食を取捨選択する力をつけるために、弁当の
献立から買い物、調理などを自分で取り組む日を設けています。

 雲南市のキャリア教育プログラム（抜粋） 雲南市のキャリア教育プログラム（抜粋）

雲南市では、キャリア教育を「自立した社会
性のある大人への成長をめざす人材育成」と
して位置付け、幼児期、小学校、中学校、高
校までの一貫した教育プログラムの実践に、
学校・家庭・地域（企業・ＮＰＯ等）・
大学・行政などが連携・協働し、取
り組んでいます。

 雲南市のキャリア教育の取り組み 雲南市のキャリア教育の取り組み
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○ 市内小中学校の普通教室へのエアコン設置 【問】教育総務課　☎ 0854－40－1071
　より良い教育環境の充実に向け、全小中学校の普通教室へエアコン設置を進めています。中学校は本年度設置
を完了し、小学校は平成30年度までに設置します。

○ 土曜日の教育支援 【問】社会教育課　☎ 0854－40－1073
　土曜日を有意義に過ごせるように、小学生から高校生まで参加希望者を募り、「おんせんキャンパス」を会場
に様々な活動の場を提供しています。中高生は、社会人や大学生、同世代の仲間と語り合うことで、今の自分や
将来の自分について考え、地域の課題解決にも取り組んだりします。６月21日（日）には中学生を対象にした「チャ
レンジプロジェクト」を開催しました。社会人から様々な体験談を聞き、「自分にできる何か」の一歩を踏み出
しました。

○ 市内小中学校校舎の耐震化率・太陽光発電システム設置率 100％ 【問】教育総務課　☎ 0854－40－1071
　子どもたちが１日の大半を過ごす校舎は全て耐震補強工事が完了しており、安
心して学習し生活できる環境が整っています。また、太陽光発電システムも全校
に設置しており、より実践的な環境教育の実現に貢献しています。

 今年度から始めた取組内容 今年度から始めた取組内容

継続している取組内容継続している取組内容

○ スーパーティーチャーの招へい 【問】学校教育課　☎ 0854－40－1072
　スーパーティーチャー※による教員への授業指導とともに、スーパーティー
チャー自身による模範授業を通じて、児童生徒の学力向上を図ります。
　　※スーパーティーチャー…高い指導力を持つ全国的に定評のある教員等

※詳しくは、各担当課まで問い合わせいただくか、雲南市ホームページをご覧ください。

○ 小学３、４年生からの英語教育の推進 【問】学校教育課　☎ 0854－40－1072
　コミュニケーション能力、簡単な英会話ができる能力を養うことで、これからの国
際社会に対応できる人材の育成を図ることを目的に、英語指導助手を配置して、小学
３、４年生からの英語教育を推進しています。
　国が今後の方針として示している、小学３年生からの英語必修化を見据えた取り組
みの一つです。

○ キャリア教育推進施設「おんせんキャンパス」のオープン 【問】社会教育課　☎ 0854－40－1073
　豊かな自然に囲まれた旧温泉小学校をキャリア教育推進施設「おんせんキャ
ンパス」として整備し、６月１日（月）にオープンしました。
　次世代を担う子どもたちの生き抜く力を育む推進施設として、子どもたちが
自分と向き合い、地域とつながる中で様々な課題を解決していく力を育みなが
ら、学習の習熟度を含めた学力を向上させる場、さらには、支援が必要な子ど
もたちの自立支援など重要な役割を果たす場となります。
　中高生の土曜日に取り組む活動は、ここを拠点として開催します。 「おんせんキャンパス」の外観
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総合教育会議の様子

　市長と教育委員会が、教育課題や教育のあるべき姿を共有
し、より一層民意を反映した教育行政を推進するための協議
を行う「第１回雲南市総合教育会議」を開催しました。
　この「雲南市総合教育会議」は、今年度より全国の自治体
で設置が義務づけられ、開催したものです。会議では、「雲
南市の教育、学術および文化の振興に関する総合的な施策の
大綱」の策定について話し合い、「第３次雲南市教育基本計画」
を大綱とすることを確認するとともに、雲南市の教育の指針
についても意見交換を行いました。

教育課題や教育のあるべき姿について
市長と教育委員が話し合いました！

６
  ５

　雲南市をはじめ、全国各地で取り組まれつつある小規模多機能自治の仕組みを相互に学びあう場として、「雲
南ゼミＨ27春の陣」を開催しました。
　参加者は総勢32人！東は東京都や長野県、西は香川県や福岡県まで、各地から行政職員・ＮＰＯ法人・一般社
団法人等の方々が参加されました。

地域視察の様子（久野交流センター）

６
  ４

６
  ６～ 第６回「小規模多機能自治を考える雲南の集い」

～雲南ゼミH27春の陣～

「アヨさん体操」
※の様子（阿用交流センター）

　今回は大東町８つの地域自主組織を２班に分かれて視察・
取材し、意見交換を行いました。
　今後も全国各地で小規模多機能自治の仕組みを学びあい、
互いに高め合いながら取り組んでいきます。
　次回の「雲南ゼミＨ27秋の陣」は、11月５日（木）～７日
（土）に開催予定です。

※阿用地区振興協議会が考案した３分間でできる体操
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　掛合町松笠地区「松笠婚カツ隊Ｌ
ラ ブ

ＯＶＥＣ
コ ー ン

ＯＮＥ」のメンバーが、同地区の竹
たけ

内
うち

孝
こう

次
じ

さん、優
ゆ

希
き

子
こ

さん夫婦の
結婚を祝い「松笠縁結び地蔵＆臼

うす

」を届けられました。
　この松笠縁結び地蔵は、かつて松笠地区の風習であったとされる「結婚式の地蔵かつぎ＆嫁入り道具の臼」を、

松笠縁結び地蔵
６
  14

「松笠婚カツ隊ＬＯＶＥＣＯＮＥ」のメンバーとの記念写真

夫婦円満、家
か

運
うん

隆
りゅう

盛
せい

を願って平成25年６月に復活され、こ
れまで４組の新婚家庭に出張しています。
　今回は約１年半ぶりの出張でしたが、今後もたくさんの良
縁の輪が広がることを願って活動をされます。

取組発表に対しアドバイス
する川北さん

　三刀屋文化体育館アスパル小ホールにおいて、「地域自主組織取組発表会」を開催しました。
　当日は約200人の参加があり、13組織の皆さんからそれぞれ発表されました。それぞれの地域自主組織で取り
組まれている事業内容や、工夫されている点などを発表後、付箋を使ってグループ単位で意見交換も行いました。
　発表を受けて、講師の川

かわ

北
きた

秀
ひで

人
と

さん（Ｉ
アイ

Ｉ
アイ

Ｈ
エイチ

Ｏ
オー

Ｅ
イー

［人と組織と地球のための国際研究所］代表者）からは、「地
域づくりの基本的な考え」として、
　“自らの地域の課題は、自らの責任で取り組み、汗をかき地域を守る ”
　“ 困難な事柄は、行政と協働で課題解決に取り組む ”
と大東町海

うしお

潮地区で伺った話を紹介していただき、地域自主組織の基礎を再確認しました。
　また、今後、85歳以上の人口増加に備えて、「行事・組織・会議の棚卸しが不可欠」であるとアドバイスをい
ただくとともに、次の10年を見据えて、
〇人口構造の見通し（予測）をつくる！何年後までにどうなりそうかを見通す
〇住民調査で「事業・サービスへの評価」と「困りごと・不安」「これならできーだ」確認！
〇部・部会は、継続より進化・再編を！

の３点が重要であると、指導していただきました。

　次回の取組発表会は、11月７日（土）を予定しています。

地域自主組織は毎日元気です！
～地域自主組織取組発表会～

地域自主組織の取組発表会会場の様子

６
  ６

竹内さんご夫婦と地蔵&臼（中央）
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　公益社団法人 雲南市シルバー人材センター（理事長 菅
すが

田
た

貞
さだ

夫
お

さん）の設立10周年記念式典が木次経済文化会
館チェリヴァホールにおいて行われました。
　式典では、10年会員の73人が表彰され、また雲南市シルバー人材センターの発展にご尽力された石

いし

田
だ

 進
すすむ

さん（木

雲南市シルバー人材センターが10周年！
６
  17

次町）、故鶴
つる

原
はら

達
たつ

夫
お

さん（大東町）、宮
みや

﨑
ざき

節
せつ

朗
ろう

さん（三刀屋町）、高
たか

尾
お

 尚
ひさし

さん（三刀屋町）に感謝状が贈呈されました。
　雲南市シルバー人材センターでは、高齢者の方々の豊富な経験、知識、能力を活かし、地域社会の日常生活に
密着した就労機会を確保・提供されるとともに、高齢者の方々の生きがいの創出、社会参加の促進による地域社
会の活性化に取り組んでおられます。

あいさつをする菅田理事長 10年会員表彰を受けられた飯
いい
浜
はま
弘
ひろ
志
し
さん ( 大東町 )

　雲南市消防団加茂方面隊消防操法大会が斐伊川河川敷消防操法訓練場で開催されました。
　この日は、ポンプ車の部に１部、小型ポンプの部に10部が出場し、日頃の訓練の成果を発揮すべく、熱のこもっ
た操法が展開されました。

消防団加茂方面隊が操法訓練の成果を披露！

小型ポンプの部優勝　加茂南分団第２部

　結果は次のとおりです。　

　　小型ポンプの部
　　　優　勝　加茂南分団第２部　　180．0点

（南加茂東･西、飯の木、宇治上･東 ･
北、才明寺、宇治団地、宇治亀山団地）

　　　準優勝　加茂南分団第１部　　179．0点
（立原、近松、南大西）

　　　第３位　加茂中分団第２部　　171．0点
（東町、旭町、新町、栄町、外原町、
加茂中団地）

　　　※部名下段の (　) は構成自治会です。

　　ポンプ車の部　
　　　自動車分団自動車部　　　　　170．0点

６
  14
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　土曜日を有意義に過ごせるように小学生から高校生までを対象とした「自分をつくる楽校」が、今年度も開校
しました。
　｢自分をつくる楽校｣ は、自立した社会性のある大人への成長をめざすことを目的としています。
　中高生を対象とした ｢自分をつくる楽校｣（チャレンジプロジェクトなど）では、学校の先生でもない、親で
もない、少し年上のお兄さん、お姉さんとの「ナナメの関係」を大切にし、社会の第一線で活躍する若手社会人

「自分をつくる楽校」始まる！
６
  21

や大学生、同世代の仲間と語り合うことで今の自分や
将来の自分について考え、地域の課題解決に取り組ん
だりします。
　中学生を対象に行った第１回チャレンジプロジェク
トは、新たなキャリア教育推進施設「おんせんキャン
パス」で開催しました。社会人や大学生に、最初は緊
張していた生徒たちでしたが、話が進むうちに打ち解
け、笑顔で話をすることができました。参加した生徒
たちは様々な人の生き方を聞くことで社会の多様な選
択肢に気づき、「自分に何ができるのか」を考えるきっ
かけになりました。

社会人の話を聞く生徒たち

がっこう

幸雲南塾2015始動！
　社会起業家や地域貢献を志す若い人材の育成・発掘を目的とし、平成23年度から始まった幸雲南塾はこれまで
に60人の卒業生を輩出しています。
　５期目の今期は、先輩実践家が指導者として半年間伴走するスタイルにリニューアルした「幸雲南塾 2015」と、
地域づくりの第一歩をめざす「ラボアカデミー～はじめの一歩～」の 2 つのコースを設け、より塾生のニーズに
沿った支援を展開していきます。
　初回は、木次町の室

むろ

山
やま

忠
ちゅう

庵
あん

を会場に開催、先輩起業家として、浜田市で島根の魅力を発信している企画会社、
株式会社シマネプロモーション代表取締役の三

み

浦
うら

大
ひろ

紀
き

さんに「まちの魅力の見つけ方・活かし方」と題し、講演
いただきました。 
　今期は、幸雲南塾生４組６人、ラボアカデミー生８組12人によるチャレンジが始動しました。今後の活躍をお
見逃しなく！

６
  20

塾生とラボアカデミー生の集合写真
ラボアカデミー生によるプラ

ン発表
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　愛知県名古屋市で開催された「第18回日本運動疫
えき

学会 学術総会」で、身体教育医学研究所うんなんの研究発
表が「最優秀発表賞」と「優秀発表賞」を受賞しました。
　“ 運動疫学 ” は、地域住民の運動と健康の関連を明らかにすることを研究対象とする学問分野です。昨今、運

身体教育医学研究所うんなんの研究員２人が、
学会賞受賞！

動不足や運動・スポーツのやり過ぎによる様々な健康問
題が指摘されている中、この分野への関心が高まってい
ます。
　最優秀発表賞を受賞した北

きた

湯
ゆ

口
ぐち

純
じゅん

研究員は、地域全体
で運動する人を増やす方法を明らかにする研究に取り組
み、地域との協働による中長期的な運動普及により、運
動に取り組む住民が増え始める可能性があると報告しま
した。
　また、優秀発表賞を受賞した安

あ

部
べ

孝
たか

文
ふみ

研究員は、運動・
スポーツをする中高生のケガや障害発生の原因を調べる
研究に取り組み、スポーツ活動時間が長くなるほど関節
障害が発生する危険性が高まることを報告しました。
　各研究は、様々な地域の健康づくりや運動・スポーツ
の取り組みに活かすことのできる研究として評価されて
の受賞となりました。今回得られた研究の成果は、雲南
市独自の知見として、市の健康・スポーツ政策をはじめ
様々な取り組みに活かされることが期待されます。

北湯口研究員の最優秀発表賞
受賞あいさつ

安部研究員の優秀発表賞授与の様子

６
  20

６
  21～

　雲南警察署（署長　廣
ひろ

瀬
せ

 勉
つとむ

さん）において「雲南警察署からの安全安心情報の提供に関する覚書」調印式が
行われました。
　これは、雲南警察署と雲南市・飯南町事務組合との間で覚書を調印し、組合の運営するケーブルテレビ放送「雲

警察署からタイムリーな情報発信！
６
  22

南夢ネット」のデータ放送（「雲南警察署からのお知
らせ」を新たに設置）に犯罪の発生状況等の情報を警
察署から直接入力することにより、タイムリーな情報
発信を行い、安全で安心して暮らすことのできる地域
社会を実現しようとするものです。
　警察署がデータ放送へ安全安心情報等を直接入力す
る方式は、県下で初めてのことです。
　式典では、廣瀬雲南警察署長と雲南市・飯南町事務
組合管理者の速水市長が、それぞれあいさつし、調印
を行った後、廣瀬署長がシステムに入力し、第１回目
の情報の発信を行いました。

覚書に調印した廣瀬署長と速水市長
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　平成20年度から施工されていた、大東町養
よう

賀
か

原
ばら

地区の県営ほ場整備事業（田の区画整理工事）が、７年の工事
期間を経て平成26年度に完成し、この度、養賀原土地改良組合（組合長　永

なが

瀬
せ

 清
きよし

さん）の主催により竣工式が
行われました。
　当日は75人の出席により、竣工記念盤の除幕式、竣工式および祝賀会が行われ、念願のほ場整備事業の完成を
関係者で祝いました。
　この事業により、ほ場の大区画化をはじめ、農道、パイプライン、排水路等が整備され、大型機械による大規

28．8ヘクタールのほ場整備完成！
６
  28

模農業を可能とする環境が整えられました。
　永瀬組合長は、「この養賀原地区の農業環境を維持し、さらに発展
させ、他に範となる農業先進地としての礎

いしずえ

を築くため、一丸となって
鋭意努力していきます」との決意を述べられました。

記念写真

記念盤の除幕

あいさつをする永瀬組合長

　若者による地域課題解決に向けたチャレンジを推進する雲南市と、市内で若者や市民の地域活動を支援する「特
定非営利活動法人おっちラボ」（代表理事　矢

や

田
た

明
あき

子
こ

さん）、都内で看取り難民予防と終末期医療費削減のために
「24時間365日訪問看護」を手がける「ケアプロ株式会社」（代表取締役社長　川

かわ

添
ぞえ

高
たか

志
し

さん）が協働し、地方創
生事業として、中山間地域における訪問看護事業のビジネスモデル化に取り組むこととなりました。

官民協働による地方創生事業スタート !!

記者会見の様子（左から 川添代表取締役社長、速水市長、
矢田代表理事、上代会長）

６
  30

　６月30日（火）には、事務所開設にあたってご協力いた
だいた、三刀屋地区まちづくり協議会（会長　上

じょう

代
だい

 眞
しん

さん）
にも同席していただき、記者会見が行われ、訪問看護は、
７月よりＩターンした３人の若手看護師が三刀屋・吉田・
掛合町を中心にスタートされます。地方創生総合戦略に基
づく地域医療分野の取り組みとしては、全国初の取り組み
となります。
　今後も市では、志ある若者を誘致・育成し、若者が地域
とともに課題解決にチャレンジしやすい環境づくりに取り
組みます。
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社会を明るく！青少年非行・被害防止へ！
７
  １

　７月の「社会を明るくする運動強調月間」と「青少年の非行・被害防止全国強調月間」に合わせ、雲南地区保
護司会（会長　三

み

木
き

弘
こう

道
どう

さん）、大
おお

仁
に

地区更生保護女性会（会長　白
しら

根
ね

三
み

代
よ

子
こ

さん）、飯石地区更生保護女性会
（会長　倉

くら

橋
はし

裕
ゆう

子
こ

さん）、雲南警察署（署長　廣
ひろ

瀬
せ

 勉
つとむ

さん）など関係者が出席し、「第65回社会を明るくする運動」
ならびに「青少年非行・被害防止メッセージ」の伝達式が開催されました。
　伝達式では、三木雲南地区保護司会長が「社会を明
るくする運動 内閣総理大臣メッセージ」を、また廣
瀬雲南警察署長が「青少年非行・被害防止メッセージ」
を伝達し、速水市長が両メッセージを受け取りました。
　速水市長は、「今後とも関係機関や団体等のご支援・
ご協力をいただきながら、積極的に青少年健全育成施
策を推進してまいりたい」と誓いを述べました。

メッセージを代読する三木会長

伝達式の様子

　県の名勝・天然記念物「雲見の滝」の滝開き祭りが５日、三刀
屋町多久和の現地であり、地元住民が水の恵みに感謝し、涼と癒
しを求めて訪れる観光客の安全を祈願しました。
　この日は、早朝から地元住民により遊歩道の清掃も行われ観光
客を迎える準備が整いました。
　心地よく降り注ぐ木漏れ日の遊歩道の先に広がる圧倒的な迫力
の滝がもたらす爽やかな涼風と、木立の中に垣間見える雄大な屏

びょう

風
ぶ

岩
いわ

の渓谷美など自然が織りなす姿が清流に佇
たたず

みます。

木漏れ日の先に
７
  ５

雲見の滝
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市
長
コ
ラ
ム

中
山
間
地
域
農
業
を
支
え
る
農
政
の
推
進
を

　
６
月
末
に
大
東
町
養よ
う

賀か

原ば
ら

の
28
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
整
備

工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
万
雷
の
拍
手
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

　
今
回
整
備
さ
れ
た
水
田
に
続
く
赤
川
下
流
域
の
加
茂
町
分
の
整

備
済
み
の
水
田
を
合
わ
せ
る
と
約
１
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
田
園

地
帯
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
ほ
場
整
備
の
目
的
は
、
担
い
手
確
保
対
策
や
効
率
的
な
耕
作
実

現
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
米
価
の
下
落
は
米
作

り
農
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
分
け
て
中
山
間
地
域
の

農
家
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
農
地
中
間
管
理
機
構
の
設
置
、
日
本
型

直
払
い
制
度
の
実
施
、
生
産
調
整
の
平
成
30
年
か
ら
廃
止
の
考
え

が
国
か
ら
示
さ
れ
る
な
ど
農
政
改
革
元
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
国
一
律
の
農
政
で
は
な
く
棚
田
の
保
全
な
ど
中
山
間
地
域
の
農

業
を
支
え
る
農
政
も
併
せ
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
度
の
ま
と
ま
り
の
あ
る

ほ
場
面
積
の
実
現
が
、
担
い
手

の
連
携
や
特
色
の
あ
る
米
作
り

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

共
に
、
決
し
て
農
地
の
集
積
や

担
い
手
の
集
約
化
が
裏
目
に
出

る
国
の
米
政
策
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

ほ場整備事業竣工式で祝辞を述べる速水市長

　第５回雲南市近畿ふるさと会総会が太
たい

閤
こう

園
えん

ダイヤ
モンドホール（大阪府大阪市）で盛大に開催され、
ふるさと会会員や市関係者など、約280人が近況を
報告するなどして親睦を深めました。
　また、大阪芸術大学卒業生の皆さんで結成された
「アンサンブル　バラノチカ」によるバンド演奏や
吉田町菅

すが

谷
や

・高
たか

殿
どの

地区の皆さんによるたたら火
か

焔
えん

太
鼓の演奏もあり、大いに盛り上がりました。

雲南市近畿ふるさと会開催
７
  ５

総会の様子

お楽しみ抽選会の様子

　第５回雲南市東京ふるさと会総会がアルカディア
市
いち

ヶ
が

谷
や

私学会館（東京都千代田区）で開催されました。
ふるさと会会員や市関係者など、約80人が参加し親睦
を深めました。
　ふるさとの近況報告や雲南市の特産品が当たるお
楽しみ抽選会などで大いに盛り上がり、最後には雲
南市の歌を合唱し、盛況のうちに幕を閉じました。

雲南市東京ふるさと会開催
７
  11
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　平成28年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は、受付期間内に受験申込書を
提出してください。
　詳細は雲南市ホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）をご覧ください。

１．試験区分、採用予定人員、受験資格

試  験  区  分 採　　用
予定人員 受　　　験　　　資　　　格

一　般　事　務
（大学卒業程度）

各若干名

（1）昭和61年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方
（2）学歴・性別は問いません
（3）日本国籍を有する方に限ります

一　般　事　務
（高校卒業程度）

（1）平成２年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた方
（2）大学卒業者（卒業見込みを含む）は受験できません
（3）性別は問いません
（4）日本国籍を有する方に限ります

土　　　　木
（短大・高専卒業程度）

（1）昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた方
（2）学歴 ・ 性別は問いません
（3）日本国籍を有する方に限ります

保　健　師
（1） 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方（平

成28年３月末日までに当該資格を取得する見込みの方を含む）
（2）学歴 ・ 性別は問いません

保　育　士
・

幼稚園教諭

（1） 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格と幼稚園教諭免許
の両方を有する方（平成28年３月末日までに当該資格・免許を取得する
見込みの方を含む）

（2）学歴 ・ 性別は問いません

一　般　事　務
（身体障がい者）

（1）昭和61年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた方
（2）身体障害者手帳の交付を受けている方
（3） 採用後において、自力により通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の

遂行ができる方
（4）活字印刷文による出題に対応できる方

２．受付期間
　７月14日（火）  ～ ８月14日（金）
　　※受付時間は、８時30分から17時15分まで（土・日・祝日を除く）。

３．試験日および試験会場
区　　分 試　験　日 試 験 会 場

第１次試験
９月20日（日）

雲 南 市 役 所
（雲南市木次町木次1013－1）受付時間　8:30 ～ 8:50

試験開始　9:15 ～
※第２次試験は10月下旬～11月上旬ごろ、第３次試験は11月中旬ごろを予定しております。
※ 職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理にかか

わる事務に利用することを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

  問い合わせ先　　雲南市役所総務部人事課　☎0854－40－1021
　　　　　　　　  〒699-1392 島根県雲南市木次町木次1013番地1
　　　　　　　　  E-mail：jinji@city.unnan.shimane.jp

平成27年度雲南市職員採用試験（平成28年度採用）受験案内
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　平成28年４月１日採用予定の雲南広域連合消防職員採用試験を行います。受験希望の方は、受付期間
内に受験申込書を提出してください。
　詳細は雲南消防本部ホームページ（http://www.unnan119.jp）をご覧ください。

１．試験区分、採用予定人員および職務内容
試  験  区  分 採　　用

予定人員 職　　　務　　　内　　　容

消　防　職　員 若干名
消防職員として、雲南消防本部、雲南消防署、奥出雲消防署および飯南
消防署に勤務し、消火・救助・救急活動・火災予防指導等の業務に従事
します。　　　　　　　　　　　　　

２．受験資格

　・平成２年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた方
　・学歴・性別は問いません
　・日本国籍を有する方
　・採用後、雲南市、奥出雲町または飯南町に居住できる方
　・�普通自動車免許（ＡＴ車限定を除く、以下同じ）を有する方、または採用後１年以内に同免許を取得
　　見込みの方

　・�大型自動車免許を有する方、または採用後同免許を自己において取得できる方

３．受付期間
　７月13日（月）～８月12日（水）
　　・受付期間内に受験申込書を雲南広域連合（雲南消防本部消防総務課）に提出してください。
　　・受付時間は、８時30分から17時15分まで（土・日・祝日を除く）。
　　・郵送による場合は、８月12日（水）までの消印のあるものに限り受け付けます。

４．試験日、試験会場および合格発表等
区　　分 試験日・試験内容 試 験 会 場 合格発表

第１次試験
９月20日（日）

  ・教養試験・消防適性検査
  ・作文試験・体力検査

島根県民会館
および

雲南広域連合
10 月上旬

第２次試験 11月上旬
  ・面接試験・身体検査 雲南広域連合 11 月中旬

※ 職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理にかか
わる事務に利用することを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

  問い合わせ先　　

　　　　　　　　    雲南広域連合（雲南消防本部消防総務課）　　
       ☎０８５４－４０－０１２９（直通）
       ☎０８５４－４０－０１１９（代表）

                            〒699-1311　雲南市木次町里方１１００番地６

平成２７年度雲南広域連合消防職員採用試験（平成２８年度採用）受験案内
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
6
月
26
日
（
金
）
大
東
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
「
が
ん
ば
れ
雲
南

病
院
市
民
の
会
」
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
院
か
ら
は
松ま
つ

井い 

譲ゆ
ず
る

事
業
管
理
者
、
秦は
た 

和か
ず
夫お

副
事
業
管
理
者
、

服は
っ
部と
り
修し
ゅ
う
ぞ
う三
統
轄
副
院
長 

他
７
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
役

員
は
前
年
度
に
引
き
続

き
会
長 

加か

藤と
う

一い
ち

郎ろ
う

さ

ん
、
副
会
長 

加か

本も
と

恂し
ん

二じ

さ
ん
、
そ
の
他
８
人

の
役
員
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
大
東
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
中
庭
で
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
病
院
に
対
し
て
色
々
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の

会
」
の
皆
さ
ん
、
そ
の
他
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民

の
会
と
は

　
医
師
不
足
や
厳
し
い
経
営
状
況

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
雲
南
市
立
病

院
を
支
え
、
健
康
で
安
全
安
心
な

暮
ら
し
を
市
民
自
ら
が
守
る
意
識

啓
発
を
進
め
る
た
め
、
平
成
20
年

３
月
に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体

で
す
。
住
民
向
け
の
研
修
会
の
開

催
や
病
院
と
の
交
流
、
そ
の
他
医

療
関
係
機
関
と
の
各
種
会
議
へ
の

参
加
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
「
て
ご
っ
人と

」
と
は

　
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
、

雲
南
病
院
を
支
え
よ
う
市
民
の
会
の

協
力
に
よ
り
平
成
21
年
5
月
に
発
足

し
、
現
在
47
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
任
意
の
団
体
で
す
。
平
日
に

は
病
院
玄
関
で
患
者
さ
ん
の
車
い
す

移
動
介
助
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
病
院
周
り
の
清

掃
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
６
月
19
日
（
金
）
に
大
東
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

27
年
度
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
病
院
職

員
で
約
30
人
の
参
加
が
あ
り
、
事

業
報
告
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
役
員
は
、
会

長
に
石い
し

川か
わ

勝ま
さ
る

さ
ん
、
副
会
長
に

小こ

山や
ま
繁し
げ
樹き

さ
ん
、
監
事
に
高た
か
橋は
し
知と
も

征ゆ
き
さ
ん
・
松ま
つ
浦う
ら
敏と
し
雄お

さ
ん
、
事
務

局
に
矢や

壁か
べ
敏と
し
宏ひ
ろ
さ
ん
と
な
り
ま
し

た
。
総
会
の
後
は
交
流
セ
ン
タ
ー

の
中
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
親

睦
を
よ
り
一
層
深
め
ま
し
た
。

「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
」

　
　
　
　
　
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
27
年
度

雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
て
ご
っ
人と

」
総
会
開
催

15 市報うんなん  No.129

雲南病院だより

　
６
月
27
日
（
土
）
に
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
職
員
組
合
ユ
ー

ス
部
（
男
性
35
歳
・
女
性
30
歳
以

下
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
た
部
）

と
合
同
で
外
来
面
会
室
の
長
椅
子

清
掃
・
大
浴
室
清
掃
・
車
椅
子
点

検
清
掃
・
院
内
保
育
砂
場
の
日
除

け
取
付
・
正
面
玄
関
の
芝
生
剪
定

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
約
10
人
、
病
院
職
員
約
30
人

の
参
加
が
あ
り
、
各
作
業
毎
に
班

分
け
を
し
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
屋
外
作
業
で
は
、
天
気
が
崩
れ

て
小
雨
の
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
砂
場
の
日
除
け
を
取
り

付
け
て
、
周
り
の
雑
草
も
取
り
除

き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
砂

場
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
正
面
玄
関

の
芝
生
を
綺
麗
に
刈
り
こ
ん
だ
後

に
肥
料
を
撒
き
、
こ
れ
か
ら
夏
に

向
け
て
青
々
と
育
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
屋
内
作
業
で
は
、
患
者
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
入
浴
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
大
浴
室
・
介
助
浴
室
・
水

治
療
室
の
清
掃
を
隅
々
ま
で
行
い

ま
し
た
。
長
椅
子
の
清
掃
で
は
、

外
来
だ
け
で
は
な
く
各
病
棟
の
面

会
室
・
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

ま
で
作
業
範
囲
を
広
げ
て
清
掃

し
、
最
後
に
車
椅
子
の
点
検
清
掃

で
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
合

同
美
化
作
業
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
職
員
と
の
親

睦
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
雲
南
市
立

病
院
の
音
楽
サ
ー
ク
ルSouth 

C
loud Ensem

ble

（
サ
ウ
ス
・

ク
ラ
ウ
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
以

下
「
サ
ウ
ク
ラ
」）
に
よ
る
七
夕

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
あ
る
病

院
の
大
会
議
室
に
は
、
た
く
さ
ん

の
患
者
さ
ん
が
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
サ
ウ
ク
ラ
の
生
歌

＆
ピ
ア
ノ
演
奏
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
の
合
唱
な
ど
、
と
て
も
心

地
よ
い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。
七

夕
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は
、
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、「
炭
坑
節
」で
サ
ウ
ク
ラ・

病
院
職
員
が
会
場
を
楽
し
く
踊
り

回
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
と
て

も
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
一
体
感
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回

も
会
場
設
営
か
ら
患
者
さ
ん
の
送

迎
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

▲サウクラによる合唱の様子 ▲病院ボランティアの皆さんと病院職員との「炭坑節」踊りの様子

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
て
ご
っ
人と

」
さ
ん
と

職
員
組
合
ユ
ー
ス
部
の
合
同
美
化
作
業

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
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相談してみてどうでしたか？

あまり
変わらなかった

3％

その他
5％

気持ちを
聞いてもらって
楽になった

45％

気持ちの
整理が
できた
25％

欲しい情報が
得られた
22％

雲南市立病院 南棟２階 検診人間ドック室会 場会 場

対 象対 象

日 時日 時

共催 ： 雲南市立病院 ／ 国立大学法人 島根大学

平成 27 年度 島根県がんピアサポーター相談会

がん患者さん・ご家族など

相 談 は 無 料 で す

プライバシーは守ります

問い合わせ・申し込み先

● 雲南市立病院 地域連携室

☎ （0854）43-2446

● 島根大学医学部附属病院

がん患者・家族サポートセンター

☎ (0853)20-2545

がん治療を経験した仲間と
話をしてみませんか？

8 月 28 日（金）） 13：30～15：30

平成２６年度相談者アンケートより

・相談しに来て良かった。

・話すことで少し気が晴れた。

・話して、心が軽くなった。

・とても励みになった。

・久しぶりに笑っている母を見た。

・（ ピ ア サ ポ ー タ ー の ） 元 気に なられ た

姿を見て、こちらも勇気が出た。

がんピアサポーターとは？

ピアは「仲間」、サポートは「支える、

援助する」を意味します。がんの治療経

験者が、がんの正しい知識を身につけ、

自分の経験を活かし“同じ立場で”がん

患者さんをサポートする方です。

※島根県がんピアサポーターは、がんピア

　サポーター養成研修を修了しています。
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雲南病院だより

－問い合わせ先－　　〒 699-1221 島根県雲南市大東町飯田９６番地１
　　　　　　　　　　　　　　　　　雲南市立病院　事務部総務課　　☎（０８５４）４３－２４４１（直通）

展示コーナー　～こども絵画教室～

　平成28年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は受付期間内に申込書を提出して
ください。詳細は、雲南市立病院ホームページ（http://unnan-hp.jp）をご覧ください。

［１］ 試験区分、採用予定人数および受験資格 　 
試 験 区 分 採用予定人数 受　　験　　資　　格
看 護 師 若 干 名 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方（免許取得見込の方含む。）
助 産 師 若 干 名 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、助産師の免許を有する方（免許取得見込の方含む。）

［２］ 受付期間 　 
　　　　７月31日（金）～８月14日（金）

●受付時間：９時から16時まで（土・日・祝日を除く）●郵送の場合：８月14日（金）必着
［３］ 試験日時および試験会場 　 

試 験 日 時 ８月21日（金）　　●受　　付　１３時３０分～１３時４５分
　　　　　　　　　　　　　　●試験時間　１４時～

試 験 会 場 雲南市立病院（雲南市大東町飯田９６番地１）
※職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理に係る事務に利用す
ることを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

平成27年度　雲南市立病院職員採用試験受験案内

　
雲
南
市
立
病
院
で
は
、
看
護

学
生
の
実
習
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
6
月
中
は
松
江
総

合
医
療
専
門
学
校
の
看
護
学
生

が
看
護
実
習
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
医
療
の
現
場
で
ど
ん

な
看
護
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
か
を
学
ぶ
実
習
で
す
。
看
護

学
生
は
丁
寧
な
対
応
で
実
習
に

励
ま
れ
ま
し
た
。
雲
南
市
立
病

院
で
の
実
習
経
験
が
、
こ
れ
か

ら
看
護
職
と
し
て
歩
ま
れ
る
学

生
の
皆
さ
ん
の
原
点
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

展示
コーナ

ーの紹介

　雲南市立病院玄関ロビーには、大東お
りづる会（会長　恩

おん
田
だ
磯
いそ
子
こ
さん）の皆さ

んによる展示が行われています。
　７月は花火のおりづる展示をしていた
だいています。皆さんぜひご覧ください。

　小児科前の待合ロビーに、絵手紙友の会（会長　石
いし
原
はら
いく

よさん）の皆さんの作品が展示されています。
　色とりどりの絵手紙を、皆さんぜひご覧ください。

看
護
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す

大東おりづる会

「花　火」絵手紙友の会
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おめでとうおめでとう

８月で満１歳満１歳満１歳

わが家のわが家のわが家の
NEWNEW

悠
ゆうじん

人ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 26年８月 25日生まれ
笑顔がかわいいゆうちゃん誕生日
おめでとう 　お姉ちゃん達と仲
良しこよしでいてね

中な
か
む
ら村
大だ
い
す
け輔
さ
ん
・
い
ず
み
さ
ん
の
お
子
さ
ん

遙
は る や

哉ちゃん（木次町里方）
平成 26年８月 30日生まれ
お父さんお母さんのところに産ま
れてきてくれてありがとう
男は強く優しく逞しく 　祝１歳

坪つ
ぼ
く
ら倉
孝た
か
し之
さ
ん
・
ま
り
絵え

さ
ん
の
お
子
さ
ん

幸
ゆきつな

絆ちゃん（大東町飯田）
平成 26年８月９日生まれ
幸絆くん、１歳おめでとう 　お姉
ちゃんお兄ちゃんと一緒にいっぱい
笑って泣いて、たくましく育ってね

藤ふ
じ
は
ら原
一か
ず
ひ
こ彦
さ
ん
・
加か

な

こ
奈
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

恵
え ま

麻ちゃん（大東町大東）
平成 26年８月 15日生まれ
１歳おめでとう
恵麻の笑顔に元気もらってるよ
心優しく、元気に成長してね

石い
し
ば
し橋
征ま
さ
の
り典
さ
ん
・
睦む
つ
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

心
こ と

音ちゃん（大東町岡村）
平成 26年８月 12日生まれ
HAPPY BIRTHDAY
ことちゃんが大好きだよ
これからも元気に大きくなってね

安あ

べ部
孝た
か
ふ
み文
さ
ん
・
奈な

つ

こ
津
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

大
だ い き

暉ちゃん（大東町下佐世）
平成 26年８月 12日生まれ
甘えん坊で可愛いだいちゃん、
１歳のお誕生日おめでとう
元気にたくましく育ってね

石い
し
は
ら原
和か
ず
き輝
さ
ん
・
鮎あ
ゆ
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

瑛
え い と

都ちゃん（掛合町掛合）
平成 26年８月 27日生まれ
産まれてきてくれてありがとう
これからも楽しい思い出いーっぱ
い作ろうね

石い
し
と
び飛
隼は
や
と人
さ
ん
・
し
お
り
さ
ん
の
お
子
さ
ん

凌
り く

空ちゃん（加茂町加茂中）
平成 26年８月 28日生まれ
食欲旺盛な、りくちゃん
たくさん食べて、大きくなってね

笠か
さ
ま間
義よ
し
か
ず和
さ
ん
・
枝え

り里
さ
ん
の
お
子
さ
ん

９月で満１歳（平成26年９月生まれ）のお子さんを募集！
　①写真、②お子さんの名前（ふりがな）、③お子さんの誕生日、④ご両親の名前（ふりがな）、⑤住所、⑥電話番号、
　⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで８月10日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市
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　喫煙する本人だけでなく、たばこを吸わない周囲の人も「受動喫煙」
による影響を受けています。たばこを吸わない人の死亡のうち、年間
6，800人はたばこの煙の被害による肺がん・心臓病などによるもの
といわれています※。
　多くの人が利用する公共施設ではたばこを吸わないようにしましょ
う。
　また、職場や地域で受動喫煙の防止に取り組みましょう。

　
研
修
後
、
指
導
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
講
演
を
聞
い
て
元
気
を
も
ら
っ
た
」「
指

導
員
と
し
て
地
域
の
人
を
元
気
づ
け
て
、

笑
顔
で
毎
日
を
過
ご
し
た
い
」
な
ど
や
る

気
に
満
ち
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
究
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
指
導
員
と
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
指
導
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

※厚生労働省の研究班「今後のたばこ対策の推進に関する研究」

　
雲
南
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の

楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
る
「
地
域
運
動

指
導
員
（
以
下
、
指
導
員
）」
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
研
究
所
で
は
指
導
員
養
成
後

の
活
動
支
援
と
し
て
、
定
期
的
に
研
修
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
６
月
４
日
（
木
）

に
は
、
今
年
度
の
第
１
回
目
と
な
る
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
当
研
究
所
運
営
委
員
長
で
、

雲
南
市
名
誉
顧
問
の
武む

藤と
う

芳よ
し

照て
る

さ
ん
（
日

本
体
育
大
学
総
合
研
究
所
所
長
）
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
武
藤
所
長
は
、
整
形
外
科

医
と
し
て
、
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技

支
援
や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
の
健
康
支
援
に
も
長
年
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
健
や
か
な
か
ら
だ
を
育
む
」

と
題
し
て
、
先
生
の
長
年
の
ご
経
験
を
も

と
に
、
地
域
で
運
動
支
援
に
携
わ
る
上
で

大
切
な
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　たばこに含まれる「ニコチン」は依
存性が高く、「自力でなんとかしよう」
「意志を強くもとう」と考えても禁煙
は難しいものです。たばこをやめられ
ないのは意志が弱いからではありませ
ん。たばこを吸うことに少しでも戸惑
いを感じている方は、医療機関を受診
しサポートを受け禁煙に取り組みま
しょう！

たばこの煙からみんなの健康を守りましょう！

120

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

96

こ
げ
な
こ
と
し
と
ー
ま
す

　
　
　
　
　
地
域
運
動
指
導
員
!!

地
域
を
元
気
に
！

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

脳卒中

肺がん
　　　　　　　　　　　
慢性閉

へい
塞
そく
性肺疾患や

肺気腫などの既にある
呼吸器疾患の悪化

　　　　　　　　　　　
喘息の誘発と悪化

動脈の損傷
脆弱化、血栓

　　　　　　　　　　　
心筋梗塞、狭心症

低出生体重児
または妊娠期間に比して

小さい胎児
　　　　　　　　　　　

早　産

中耳炎

呼吸器感染症
　（気管支炎、肺炎）

　　　　　　　　　　　
喘息の誘発と悪化

　　　　　　　　　　　
慢性の呼吸器症状
（喘息、咳、息切れ）
　　　　　　　　　　　

肺機能の低下

ヘモグロビン、
冠動脈への悪影響

　　　　　　　　　　　
乳幼児突然死症候群

（出典：http://sugu-kinen.jp/knowledge/family/index.html)一部改変

〔禁煙治療実施医療機関〕
　雲南市立病院　禁煙外来（外科外来）
　診療時間：火曜・木曜　午前
　住　　所：雲南市大東町飯田96－1
　電　　話：0854-43-2390

要予約

研修会の様子
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　先月号ではソウルの道路事情の
話がありましたが、今回は私の故
郷、インディアナ州の道路事情に
ついて語りたいと思います。
　インディアナ州はカントリー

ロードが多いので、車が少ない場所も多いです。町
と町の間を走るとそれなりに危険があります。
　まずは動物です。インディアナではシカ、リス、
アライグマなどが多いです。しかもよく道路に飛び
出してきますので気を付けないとぶつかります。特
にシカは大きいので、ぶつかったらかなりのダメー
ジを受けることになります。
　こんな危険性があっても、やはり車のない道を走
るのが大好きです。窓を開けて、自然の爽やかな香
りを嗅ぎ、風が顔にあたる感覚は最高です。
　インディアナ州では他に車がなく、まっすぐ遠く

見える道は真ん中を運転してもよいことになってい
ます。それは充分前が見える場所でも、道路の横に
森があったら、動物が飛び出した場合、真ん中を走っ
た方が回避しやすいからです。
　運転免許は平均16歳で取れますが、その前から
も練習する人が多いです。合理的な運転が主張され
ていますので、車や運転することに対する知識が高
いと思われます。日本と違って、ペーパードライバー
という現象はほとんどなく、免許証を持つ人はほぼ
全員が頻繁に運転をしています。16歳以上のアメ
リカ人の87％は免許証を持っています。

第４回目は幸雲南塾３期生　岡
おかもと

本茉
ま ゆ

由 さんです。

～幸雲南塾は、私の人生を豊かにしてくれています～

−幸雲南塾に参加するきっかけを教えてください。
　私は、江津市出身で、実は雲南市のことを詳しく知りませ
んでした。がんで苦しんだ親族を看取ったことがきっかけで、
それまでの人生がいくら充実していても最期が悲しい形にな
るとよくない、何とかしたいと思って、島根県立大学で看護
を学んでいた頃に、３期の幸雲南塾に誘われました。看取り
のことばかり考えていたのですが、幸雲南塾への参加をきっ
かけに予防を考えるようになっていました。

−どんなマイプランを発表したのですか？
　「まゆちゃんの宅配便」です。一人暮らしの高齢者の方に、
重たくて買いに行くのが大変な砂糖や醤油などを持って行っ
て、健康情報も届けるというプランです。一人暮らしだと、
人と交流する機会がどうしても少なくなったり、ご飯をつく
るのがおざなりになったりしますが、私が訪問することで、
気分転換になるし、生活にメリハリがつきます。
　このプランは、幸雲南塾賞をいただきました。

−その後、雲南市で就職したと聞きました。
　はい、雲南市立病院です。もともと、近しい関係で看護し
たい、地域医療をしたいなと思っていましたが、何年か後に
できたらいいな、まずは都会に出ようというイメージでした。
そう考える医療系学生が多いように感じます。そのため地域
の病院が育ちにくくなっている部分もあると思います。自分
が雲南市立病院に入ることで、他の人も大学を卒業してすぐ
に地域病院に就職するきっかけになってほしいと思いまし
た。

−働いてみて１年、どうですか？
　新人が３人で、職場の皆さんが声をかけてくれて、丁寧に
じっくり育ててくれるので、就職してよかったです。いろん
な分野の対応ができることも勉強になっています。幸雲南塾
で多くの方に出会い、多くの視点と多くの幸せをもらいまし
た。それに「まゆちゃんの宅配便」も久野地区で続けていま
す。地区の皆さんはすごく喜んでくださいます。今年１年は、
「まゆちゃんの宅配便」を、もっと前のめりでやっていきた
い。予防から看取りまでどう繋げていくか考えていきたいで
す。こんなふうに考えて、行動していく力をもらった幸雲南
塾は私の人生を豊かにしてくれています。

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

市が毎年実施している若者チャレンジ支援『幸雲南塾』の塾生を紹介する

未来をつくる若者チャレンジ

▲インディアナ州の長い直線道路

　
市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
３
１

　
日
本
年
金
機
構
の
情
報
流
出
に

伴
い
、
日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ

て
口
座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す

る
者
や
、「
流
出
し
た
個
人
情
報

を
削
除
し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か

け
て
く
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件

で
お
客
さ
ま
に
電
話
連
絡
、
お

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
要

求
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
な
不
審
電
話
が
あ
れ

ば
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
松
江
年
金
事
務
所

　
　☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
お
よ
び
市
関
係
施
設
に

次
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

　
掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー
・
総
合
セ

ン
タ
ー
用
地

　
　
景か

げ
や
ま山

俊し
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
掛
合
町
）

◎
加
茂
図
書
館

　
寄
附
金

　
　
久く

が我
俊と

し

子こ

さ
ん
（
加
茂
町
）

　
絵
画

　
　
上う

え
は
ら原

シ
マ
さ
ん
（
加
茂
町
）

◎
永
井
隆
記
念
館

　
書
籍

　
　
㈱
江こ

う
ゆ
う友

　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
伊い

藤と
う

孝こ
う
い
ち一

さ
ん

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

・
一
人
暮
ら
し
障
が
い
者
世
帯

※ 

「
月
額
使
用
料
」「
身
に
つ
け

る
サ
ー
ビ
ス
」
は
別
途
要
件
が

あ
り
ま
す
。

【
助
成
上
限
額
】

・
初
期
設
置
費
用
　
２
万
２
千
円

・
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
非
常
用
ボ
タ
ン

３
万
６
千
円

・
月
額
費
用
　
　
　
１
０
５
０
円

　
対
象
事
業
者
や
申
請
方
法
等
の

詳
し
い
内
容
は
、
長
寿
障
が
い
福

祉
課
、
ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
２

　
雲
南
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
在
宅
生
活
支
援
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊

急
時
に
対
応
で
き
る
緊
急
通
報

サ
ー
ビ
ス
の
加
入
費
用
や
月
額
使

用
料
な
ど
の
一
部
に
つ
い
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
サ
ー
ビ
ス
】

　
市
と
助
成
事
業
に
関
す
る
契
約

を
締
結
し
た
事
業
所
が
提
供
す
る

個
人
契
約
に
よ
り
加
入
す
る
次
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◦
基
本
サ
ー
ビ
ス

・
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　（
非
常
用
ボ
タ
ン
）

・
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　（
メ
ー
ル
ス
イ
ッ
チ
・
火
災
報

 

　
知
機
・
扉
開
閉
セ
ン
サ
ー
等
）

◦
身
に
つ
け
る
サ
ー
ビ
ス

・
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
非
常
用
ボ
タ
ン

　
等

【
助
成
対
象
者
】

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
み
の
世

　
帯

information

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

助
成
事
業
補
助
金

information

「
年
金
情
報
流
出
」

を
口
実
に
し
た

犯
罪
に
注
意
を
！

・市県民税（第２期）
・国民健康保険料（第２期）
・後期高齢者医療保険料（第２期）

８月の税金

期限は
月8 31日(月)

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　
重し

げ
と
み富

徳の
り

夫お

さ
ん(

千
葉
県
船
橋
市)

　
今い

ま
お
か岡

豊と
よ

志し

さ
ん(

愛
知
県
知ち

た多
市)

　
竹た

け
う
ち内

　
浩

ひ
ろ
し

さ
ん(

大
阪
府
和
泉
市)

　
渡わ

た
な
べ部

普し
ん
じ次

さ
ん(

大
阪
府
高
槻
市)

　
宇う

だ田
川が

わ

康こ
う

司じ

さ
ん(

松
江
市
玉
湯
町)

広　告　枠
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
市
民
生
活
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
３
１

　
福
祉
医
療
証
（
資
格
証
）
の
有

効
期
限
は
９
月
30
日
（
水
）
で
す
。

各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
、

ま
た
は
市
民
生
活
課
で
、
８
月
中

に
更
新
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◦�

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
そ
の
際
に
申
請
に
必
要

な
も
の
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◦�

新
し
い
医
療
証
（
資
格
証
）
は
、

９
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

◦�

な
お
、
７
月
１
日
以
降
に
行
っ

た
申
請
に
よ
り
福
祉
医
療
証

（
資
格
証
）
の
交
付
を
受
け
た

方
は
、
今
回
の
更
新
申
請
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
２

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
介
護
分
野
の
資
格
が
な
い
方

を
対
象
に
「
介
護
職
員
初
任
者
研

修
」
を
開
講
し
ま
す
。

【
期
日
・
会
場
】

◦
松
江
会
場

　
９
月
11
日
（
金
）
か
ら
10
月
26

日
（
月
）
ま
で

　「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
」

松
江
市
東
津
田
町

◦
浜
田
会
場

　
９
月
１
日
（
火
）
か
ら
10
月
23

日
（
金
）
ま
で

　「
い
わ
み
ー
る
」
浜
田
市
野
原
町

　
研
修
時
間
は
、
平
日
９
時
か
ら

15
時
30
分
ま
で
（
最
長
）
を
予
定
。

【
募
集
定
員
】

　
松
江
会
場
30
人
、
浜
田
会
場
20

人【
受
講
料
】
無
料
。
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
（
１
万
５
千
円
程
度
）

は
実
費
負
担
。

【
申
込
方
法
】

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

fukushi-shimane.or.jp/

）
よ

り
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
左

記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】

information

information

information

福
祉
医
療
証（
資
格
証
）

の
更
新
申
請
手
続
き

耐
震
改
修
助
成

事
業

「
介
護
職
員
初
任
者

研
修
」
受
講
者
募
集

　
松
江
会
場
　
８
月
27
日
（
木
）

　
浜
田
会
場
　
８
月
17
日
（
月
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
２
階
）

　
〒
６
９
０-

０
０
１
１ 

松
江
市

東
津
田
町
１
７
４
１-

３
　

　
☎
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　
FAX
０
８
５
２-

32-

５
９
５
６

　
健
康
福
祉
総
務
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
１

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う
臨

時
福
祉
給
付
金
を
昨
年
度
に
引
き

続
き
支
給
し
ま
す
。
申
請
受
付
は

８
月
３
日
（
月
）
か
ら
で
す
。
給

付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
27
年
度
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
き
ま

す
。

○ 

課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
場
合

○ 

生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場

合

【
支
給
額
】

　
１
人
に
つ
き
６
千
円

【
給
付
金
申
請
書
の
発
送
日
】

　
７
月
末

※ 

申
請
書
が
届
い
て
も
給
付
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
11
月
４

日
（
水
）
ま
で

【
給
付
金
の
申
請
方
法
】

　
申
請
書
が
届
い
た
ら
、
必
要
事

項
を
漏
れ
な
く
記
入
し
、
必
要
書

information

臨
時
福
祉
給
付
金

類
を
添
付
の
う
え
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
送
付
い
た
だ
く

か
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉

課
、
ま
た
は
健
康
福
祉
総
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月
１

日
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
町
村
で
す
。 

【
給
付
金
の
支
給
時
期
】

　
11
月
以
降
の
予
定
で
す
。

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
５

　
雲
南
市
で
は
、
地
震
に
弱
い
住

宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め

に
、
耐
震
診
断
・
補
強
計
画
・
改

修
工
事
・
解
体
工
事
に
対
し
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
制
度
説
明
や

耐
震
化
に
つ
い
て
学
ぶ
出
前
講
座

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
住
宅
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
階
数
が

２
階
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅
、
併

用
住
宅
（
住
宅
以
外
の
面
積
が
２

分
の
１
未
満
の
も
の
）、
長
屋
建

て
住
宅
ま
た
は
、
共
同
住
宅

広　告　枠
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都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、
都

市
建
築
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
除
却
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・ 

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
が
け
に

近
接
し
て
い
る
住
宅
（
図
）

・ 

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

※ 

条
例
制
定
後
に
増
築
さ
れ
た
も

の
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

information

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転

事
業
制
度

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
４

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

○ 

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

○ 

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

○ 

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

○ 

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助

※

成

　
水
道
局
営
業
課

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
５
３
２
２

　
平
成
27
年
度
の
事
前
講
習
会
と

試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
験
準
備
講
習
】

　
10
月
18
日
（
日
）

　
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
会
議
室

（
松
江
市
学
園
南
１-

２-

１
）

【
資
格
認
定
試
験
】

　
11
月
29
日
（
日
）

　
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
会
議
室

（
松
江
市
学
園
南
１-

２-

１
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
下
水
道
協
会

　
〒
６
９
０
‐
０
８
２
６ 

松
江
市

学
園
南
一
丁
目
17
番
24
号
　
松
江

市
上
下
水
道
局
総
務
課
内

　
☎
０
８
５
２
‐
55
‐
４
９
０
９

　
FAX
０
８
５
２
‐
55
‐
４
８
９
０

　
な
お
、
申
込
要
領
は
、
水
道
局

営
業
課
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

information

information

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

1616
毎月第３日曜日は 「うんなん家庭の日」です

うんなん家庭の日

社会教育課　   0854－40－1073

8月は 日

高さ×1.5 

30°以上 
高さが２ｍを
超えるもの 

禁止 
高さ×1.5

　
来
年
度
に
本
制
度
を
活
用
し
て

移
転
を
お
考
え
の
方
は
、
11
月
30

日
（
月
）
ま
で
に
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。

○ 

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

お
よ
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ

の
助

※

成

★
エ
コ
住
宅
改
修
と
は
…

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
で
あ
る

窓
、
断
熱
材
を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
…

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
（
高
効
率

給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
、
節
湯

水
栓
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す

る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

28
年
２
月
29
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
　
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手
が
条
件
と

　
　
な
り
ま
す
。

　
水
道
局
下
水
道
課

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
３
４
７
１

　
雲
南
市
で
は
下
水
道
に
接
続
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
生
活

雑
排
水
は
１
年
以
内
、
便
所
は
３

年
以
内
に
接
続
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

汚
水
が
浄
化
さ
れ
、
河
川
や
海
が

information

下
水
道
へ
の
接
続

を
！

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
美
し
い
自
然
環
境
を
守
り
、
よ

り
豊
か
な
生
活
環
境
を
築
く
た

め
、
積
極
的
に
下
水
道
に
接
続
し

ま
し
ょ
う
。
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information

児
童
扶
養
手
当

「
現
況
届
」の
提
出

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
７

　
８
月
は
児
童
扶
養
手
当
「
現
況

届
」
の
提
出
月
で
す
。
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者
の
方
（
所
得
超
過

の
た
め
支
給
停
止
の
方
を
含
む
）

は
、
今
後
１
年
間
の
受
給
資
格
を

審
査
す
る
た
め
年
１
回
の
現
況
届

の
提
出
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
７

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
等
へ
の
生
活
支
援
お
よ
び

そ
の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
受
給
資
格
】

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
父
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
受
給
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③ 

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

に
あ
る
児
童
等

※ 

他
に
も
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
給
額
】

○ 

前
年
の
所
得
に
応
じ
、
月
額
９

９
１
０
円
か
ら
４
万
２
千
円
ま

で
の
10
円
き
ざ
み
の
額
。

○ 

児
童
２
人
ま
で
の
と
き
、
月
額

５
千
円
加
算
。

○ 

３
人
目
以
降
は
児
童
１
人
ご
と

に
、
月
額
３
千
円
加
算
。

※ 

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。 児

童
扶
養
手
当

information

【
手
当
の
支
給
】

　
手
当
は
、
手
続
き
さ
れ
た
月
の

翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
４
月
・
８

月
・
12
月
期
に
、
支
給
月
の
前
月

分
ま
で
の
手
当
が
指
定
さ
れ
た
口

座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

【
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課

ま
た
は
子
ど
も
家
庭
支
援
課

  

■
受
給
者
の
方
へ

こ
ん
な
時
に
は
届
け
出
を
！

①�
婚
姻
し
た
場
合
（
入
籍
は
し

て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

き
を
含
む
。）

②�

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

③�

児
童
の
父
ま
た
は
母
と
同
居

す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
等

ふるさと雲南市のまちづくり
「ふるさと納税」による応援をお願いします！

ふるさと雲南市のまちづくり
「ふるさと納税」による応援をお願いします！

【問】総務課　☎0854－40－1021
雲南市のふるさと納税

①寄附金の使途が６つの政策から
　選べます。
②寄附金額に応じた税金の控除が
　受けられます。
③お礼の品をお送りします。

　雲南市では、これまで（平成27年3月末現在）に延べ 550
人の皆さんから約1億3千万円ものご寄附をいただき、キャリ
ア教育（中学生の職場体験学習等）や健康増進などの事業に
活用させていただいております。
　ふるさとへお帰りの皆さん、雲南市への思いをかたちにす
る本制度の活用を、ぜひご検討ください。市民の皆さんにお
かれましては、ふるさと雲南市の未来へ向けて、知り合いや
親戚の皆さんにＰＲいただきますようお願いします。

詳しい申込手続きは、「雲南市ホームページ」を確認ください。
また、「しまね電子申請サービス（雲南市）」
（https://s-kantan.com/city-unnan-shimane-u/offer/offerList_initDisplay.action）でも行えます。

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
７

【
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
お

よ
び
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

事
業
】

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
雇
用
保
険

受
給
資
格
の
な
い
方
に
限
り
、
医

療
事
務
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

指
定
の
教
育
訓
練
を
受
講
す
る

際
、
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
の
専
門

的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
２
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
際
、

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
一

定
期
間
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

※ 

事
前
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、ま
ず
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
策
定
事
業
】

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
に
対

し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
密
に
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
で

継
続
的
な
自
立
・
就
労
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

information

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が

利
用
で
き
る
各
種
制
度

合
、
12
月
期
か
ら
の
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
３

　
特
定
高
齢
者
（
口
腔
の
項
目
）

に
該
当
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、「
に

こ
に
こ
健
口
教
室
」を
行
い
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

　
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
等
に

よ
る
口
周
り
の
体
操
や
、
口
腔
内

の
お
手
入
れ
方
法
な
ど
の
指
導

【
期
間
】

　
９
月
か
ら
12
月
ま
で

（
全
５
回
、
１
回
２
時
間
程
度
）

【
会
場
】

　
大
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
木

次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
掛
合
好

老
セ
ン
タ
ー

【
利
用
料
】

　
無
料

information

多
子
世
帯
生
活
支
援

商
品
券
交
付
事
業

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
７

　
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
が
３
人

以
上
い
る
世
帯
へ
多
子
世
帯
生
活

支
援
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
対
象

世
帯
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

　
８
月
５
日
（
水
）
ま
で
に
申
請

書
が
届
か
な
か
っ
た
方
や
お
子
さ

ん
の
住
所
が
市
外
に
あ
る
場
合
な

ど
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
商
品
券
は
、
９
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま

す
。

【
対
象
世
帯
】

　
８
月
１
日
現
在
で
、
18
歳
の
誕

生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
お
子
さ
ん
が
、
３
人
以
上
い
る

世
帯

※ 

お
子
さ
ん
の
住
所
が
市
外
に

あ
っ
て
も
扶
養
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
人
数
に
含
み
ま
す
。

【
商
品
券
額
】

　
１
世
帯
１
万
円

【
申
請
期
間
】

　
８
月
10
日
（
月
）
か
ら
８
月
31

日
（
月
）
ま
で

【
利
用
期
間
】

　
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
10
月
31

日
（
土
）
ま
で

特別障害者手当・障害児福祉手当・特別児童扶養手当のお知らせ
【問】長寿障がい福祉課　☎0854－40－1042

特別障害者手当 障害児福祉手当 特別児童扶養手当

手当を受けるこ
とができる方

20歳以上で、著しく重度の障がいがあ
るため、日常生活で常時特別の介護を
必要とする方

20歳未満で、重度の障がいがあるた
め、日常生活で常時の介護を必要とす
る児童（児童本人）

重度の障がいがある 20歳未満の児童
を養育している方（児童の保護者）

次の場合には手
当を受けること
ができません

①社会福祉施設等へ入所している
②�本人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得が政令で定める所得基準を越える
③継続して3ヵ月以上入院している

①社会福祉施設等へ入所している
②�障がいを事由とする年金を受けている
③�本人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得が政令で定める所得基準を越える

①児童が社会福祉施設等へ入所している
②�児童が障がいを事由とする年金を受け
ている
③�本人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得が政令で定める所得基準を越える

手 当 の 額
（H27.4.1現在）

月額　26,620 円 月額　14,480 円 月額�1級：51,100円　2級：34,030円
※手当額は消費者物価指数の変動により改定されることがあります。（平成27年4月分から改定されています）

手 当 の 支 払 2月、5月、8月、11月に 3ヵ月分をまとめて支払います。 4月、8月、11月に 4ヵ月分をまと
めて支払います。

手当を受けるには 長寿障がい福祉課または各総合センター保健福祉課へ申請ください。申請には原則医師の診断書が必要となります。

手当を受けてい
る方は、毎年所
得状況届が必要
です

手当受給者（支給停止となっている方も含む）は、毎年 8月 11日から 9月 10日に「所得状況届」を提出いただく
必要があります。これは手当受給者の所得が政令で定める所得金額を越えていないか確認するためのものです。対象
の方へは 8月初旬に案内を送付しますので、必ず期限までに手続きを行ってください。この届を提出しない場合は、
以降の手当を受給することができなくなります。

住所などを変更
した場合

手当受給者が住所などを変更した場合は届出が必要です。市町村の区域を越える住所変更の場合は、転出先市町村へ
届け出てください。

information

特
定
高
齢
者
の
介

護
予
防
事
業
（
に

こ
に
こ
健
口
教
室
）

【
申
請
・
手
続
き
先
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課

ま
た
は
子
ど
も
家
庭
支
援
課
へ
、

８
月
中
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
３

　
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
た
方
を
在
宅
で
介
護

し
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に
家
族

介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

●
講
義

　
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
に

～
高
齢
者
の
食
べ
る
機
能
と
口

腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
理
解
し
、

介
護
者
自
身
の
口
腔
ケ
ア
に
つ

い
て
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
！
～

●
昼
食
・
交
流

【
日
時
・
場
所
】

・
９
月
９
日
（
水
）

　
10
時
か
ら
12
時
ま
で

　
大
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
９
月
25
日
（
金
）

　
10
時
か
ら
12
時
ま
で

　
木
次
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
昼
食
代
】

　
７
０
０
円
程
度

【
申
し
込
み
】

　
８
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 家

族
介
護
者
教
室

information
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【
今
回
は
加
茂
町
の
方
々
の
感
謝
の
手
紙
で
す
。】

vol.53感謝の手紙日本一短い ◇
日
本
一
短
い「
感
謝
」の
手
紙
を
、平
成
27
年
１
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で

募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、８
２
５
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
家
族
へ
送
り
あ
う
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

information

information

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集

女
性
弁
護
士
相
談

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
８
月
５
日
（
水
）
か
ら
８
月
12

日
（
水
）
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
８
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-
42-

１
７
６
７

　
女
性
を
対
象
と
し
た
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
・
結
婚
・

離
婚
・
男
女
間
の
こ
と
な
ど
で
悩

み
が
あ
る
と
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な

ど
か
ら
の
暴
力
で
悩
み
の
あ
る
と

社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲

南
住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え

る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を

記
入
し
、
必
要
な
書
類
等
（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　 

（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
、
雲
南
住
宅

管
理
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

　
　（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

information

information

家
族
介
護
者
交
流

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
３

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
た
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
お
ら

れ
る
方
を
対
象
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

　
松
江
堀
川
遊
覧
と
松
江
温
泉

（
昼
食
・
交
流
・
温
泉
）

【
日
時
・
場
所
】

・
10
月
21
日
（
水
）

・
10
月
23
日
（
金
）

　
９
時
15
分
か
ら
16
時
15
分
ま
で

【
参
加
費
】

　
２
千
円
程
度

【
申
し
込
み
】

　
８
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職

　
金
共
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職

　
金
共
済
事
業
本
部
（
中
退
共
）

　
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に

基
づ
き
中
小
企
業
の
振
興
と
従
業

員
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

② 

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料

も
不
要

③
外
部
積
立
型
で
管
理
が
簡
単

④
パ
ー
ト
さ
ん
の
加
入
も
Ｏ
Ｋ

　
詳
し
く
は
「
中
退
共
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://chutaikyo.taisyoku

kin.go.jp/

）

　
　
お
か
あ
ち
ゃ
ん
へ

い
つ
も
バ
ー
バ
と
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
！
　
み
ん
な
大
好
き
だ
よ
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
娘
よ
り
　

　
　
娘
へ

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
ね
。

�

　
　
　
　
お
母
さ
ん
よ
り
　

　
　
父
へ

毎
日
、
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
を
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
ぼ
く
も
手
伝
い
な
ど
を
頑
張
る
の
で
お

父
さ
ん
も
頑
張
っ
て
。

�

息
子
よ
り
　

　
　
息
子
へ

勉
強
に
、
家
の
こ
と
、
妹
の
面
倒
進
ん
で
み
て
く
れ

る
。
何
事
に
も
安
心
し
て
取
り
組
め
頑
張
れ
ま
す
。

�

　
　
　
　
父
よ
り
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「老人の日・老人週間」における県立施設の無料開放

　老人の日および老人週間の期間中、高齢者を対象に次の県立施設の入館料が無料になります。
【期　　間】９月15日（火）～９月21日（月）
【対 象 者】年内に満 65 歳以上になる方（昭和25年12月31日以前に生まれた方）
【申請方法】入館時に対象者であることが確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）を提示して手続き
　　　　　 をしてください。

【対象施設】
施�設�名 開館時間 電����話 施�設�名 開館時間 電����話

県立美術館 10:00～
日没後30分

0852
55－4700 県立宍道湖自然館ゴビウス 9:30～17:00 0853

63－7100

県立八雲立つ風土記の丘
展示学習館 9:00～17:00 0852

23－2485

県立三瓶自然館サヒメル 9:30～17:00 0854
86－0500

三瓶小
あ ず き は ら

豆原埋没林公園 9:00～17:00 0854
86－9500

　花ふれあい公園
　　　　「しまね花の郷」 9:30～17:00 0853

20－1187 県立しまね海洋館アクアス 9:00～17:00 0855
28－3900

県立古代出雲歴史博物館 9:00～18:00 0853
53－8600 県立石見美術館 10:00～18:30 0856

31－1860
※経路など詳細については、各施設へ問い合わせください。
　なお、「しまね花の郷」、「三瓶小豆原埋没林公園」以外は、９月15日（火）が休館日です。

information

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

雲
南
出
張
相
談
会

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関
の

方
々
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】
８
月
26
日（
水
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
か
ら
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　☎
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

information

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

　
島
根
県
立
盲
学
校

　
☎
０
８
５
２-

36-

８
２
２
１

　
島
根
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
、
学
校
・
医

療
・
労
働
機
関
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
広
く
盲
学
校
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
学
校

の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い
者
へ

の
支
援
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
学
校
・

寄
宿
舎
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

　
参
加
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
島
根
県
立

盲
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

第
１
回
　
８
月
26
日
（
水
）

　
10
時
か
ら
12
時
40
分
ま
で

第
２
回
　
９
月
30
日
（
水
）

　
10
時
か
ら
12
時
40
分
ま
で

※
午
後
は
、
希
望
者
の
み
参
加

理
療
科
　
模
擬
授
業
体
験

　
13
時
30
分
か
ら
14
時
20
分
ま
で

個
別
相
談

き
な
ど
…

【
日
時
】
８
月
６
日
（
木
）

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
40
分
ま
で

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す

　☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
20
分
ま
で

【
場
所
】
島
根
県
立
盲
学
校

　
　
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
４
６
８

【
申
し
込
み
締
切
】

　
第
１
回
　
８
月
７
日
（
金
）

　
第
２
回
　
９
月
４
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
立
盲
学
校

　
佐
々
木
・
辻
井

☎
０
８
５
２-

36-

８
２
２
１

FAX
０
８
５
２-

36-

８
２
２
２

information

公
共
職
業
訓
練

「
10
月
期
受
講
生
募
集
」

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
☎
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
」

「
金
属
加
工
科
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク

科
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
求
職
者
の
方

【
募
集
期
間
】

　
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
９
月
７

日
（
月
）
ま
で

【
訓
練
期
間
】

　
10
月
２
日
（
金
）
か
ら
平
成
28

年
３
月
28
日
（
月
）
ま
で

information

出
雲
駐
屯
地
一
般
開
放

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
０
８
５
３-

21-

１
０
４
５

【
日
時
】
８
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
松
寄
下
町
）

【
内
容
】

　
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
、
音
楽
演

奏
、
装
備
品
展
示
等
家
族
連
れ
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
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information

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

（
夏
期
）

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
☎
０
８
５
２-

28-

０
６
９
４

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面

接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接

を
３
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
会
場
】

◦
浜
田
会
場

　
８
月
９
日
（
日
）

　
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　
い
わ
み
ー
る

※ 

ふ
く
し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

同
時
開
催

◦
松
江
会
場

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

年金情報が漏れたと言われ、一人暮らしかなどと家族構成を聞かれた。
郵便局を名乗る者から「年金情報が漏れている」と言われた。
消費者庁を名乗る者から「流出した年金情報を削除できる」と言われた。

　先日、日本年金機構の個人情報が大量に流出する事件が発生しました。
　このような事件の後は、それに便乗した不正な個人情報収集や、名簿削除詐欺な
どの不審な電話が増える傾向にあるのでご注意ください。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ

「あなたの年金情報が流出している」「流出した年金情報を削除できる」「年金受け取り口
座のキャッシュカードを送るように」などと持ちかけてくる電話は詐欺です。相手にせず、
すぐ電話を切りましょう。
　日本年金機構、消費者庁、国民生活センター、消費生活センター、郵便局等の職員から消
費者へ電話やメールで連絡したり、個人情報を聞き出したりすることは絶対に
ありません。
　情報流出に関する日本年金機構からのお詫びの手紙で基礎年金番号や銀行
の口座番号を記載して返送をお願いすることはありません。

公的機関の個人情報流出事件に便乗した
                      不審な電話にご注意を！！

アドバイス・・・・

＜事例１＞
＜事例2＞
＜事例3＞

　
８
月
11
日
（
火
）

　
10
時
か
ら
16
時
ま
で

　
松
江
テ
ル
サ

　
８
月
12
日
（
水
）

　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

◦
益
田
会
場

　
８
月
15
日
（
土
）

　
13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

　
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】

　
平
成
28
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
お
よ
び
既
卒
３
年
以
内
の
未

就
職
者
ま
た
は
県
内
就
職
を
希
望

す
る
方

一
般
求
職
者
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

を
希
望
す
る
方

【
参
加
企
業
】

　
７
月
中
旬
か
ら
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

（http://www.gogo-jobcafe-

shimane.jp/

）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益

財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団
）　☎

０
８
５
２-

28-
０
６
９
４

　
内
容
等
詳
細
は
、「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

information

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
募
集

　
健
康
福
祉
総
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
会
員
要
件
】

◦ 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

◦ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主

旨
に
理
解
賛
同
し
た
方

◦ 

入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込

書
を
提
出
し
、
理
事
会
で
承
認

を
受
け
た
方

◦ 

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
け
る
方

　（
年
会
費

：

２
５
０
０
円
）

【
配
当
金
（
就
労
金
）】

　
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

　
毎
月
１
日
・
15
日
の
２
回
（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
）

　
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
公
益
社
団
法
人 

雲
南
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

　
木
次
町
新
市
３
番
地

　☎
０
８
５
４-

42-

３
６
４
２

information

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

・
面
接
会
in
雲
南

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

を
対
象
と
し
た
福
祉
の
お
仕
事
に

関
す
る
相
談
会
お
よ
び
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
８
月
10
日
（
月
）

　
13
時
か
ら
15
時
ま
で

　
三
刀
屋
農
村
環
境
改
善
メ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
２
階
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平成27年度国民健康保険料率決定 【問】市民生活課　☎0854－40－1031
  　　税務課　　  ☎0854－40－1034

　６月４日（木）の国民健康保険運営協議会審議を経て、平成27年度の国民健康保険料率を決定しました。

　　国民健康保険料とは・・・

　雲南市国民健康保険に加入している人のいる世帯に賦課される料金で、医療費および後期高齢者医療支援金ならびに
介護保険納付金の支払いに使われます。１年間にかかるこれらの経費を推計し、そこから皆さん（被保険者）が病院等
で支払う負担分や国からの補助金、市からの繰入金を差し引いた額が、国民健康保険料の総額となります。
　雲南市では７月１日を本算定日として、この総額を、条例で定める①所得割額（50％）、②被保険者均等割額（30％）、
③世帯別平等割額（20％）の３つの項目でそれぞれ計算し、料率を決定します。
　今年度は下記の表１～表３のそれぞれ医療分、後期高齢者医療支援金分、介護保険納付金分の料率および計算方法で、
３項目を合算したものが一世帯当りの保険料額となります。（ただし、介護保険納付金分は40歳以上65歳未満の方のみ
です。）

表１　医療分の料率と計算方法（国民健康保険に加入している皆さんが該当します）
項　　目 料　　率 世帯の保険料の計算方法

①所得割額 8.87% （前年所得金額－33万円）×8.87％

②均等割額 25,880円 被保険者数×25,880円
ただし、均等割額と平等割額には、
所得基準により７割、５割、２割の
減額があります。③平等割額

一般世帯 29,890円 一世帯�29,890 円

特定世帯 14,945円 一世帯�14,945 円
算定した医療分の保険料合計が52万円を超える場合は、52万円（賦課限度額）となります。

表２　後期高齢者医療支援分の料率と計算方法（国民健康保険に加入している皆さんが該当します）
項　　目 料　　率 世帯の保険料の計算方法

①所得割額 2.22% （前年所得金額－33万円）×2.22％

②均等割額 6,460円 被保険者数×6,460円
ただし、均等割額と平等割額には、
所得基準により７割、５割、２割の
減額があります。③平等割額

一般世帯 7,460円 一世帯 7,460 円

特定世帯 3,730円 一世帯 3,730 円
算定した後期高齢者支援分の保険料合計が17万円を超える場合は、17万円（賦課限度額）となります。

※�上記表１と表２の特定世帯とは・・・国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行されたことにより、国民健康保険
　単身世帯になる世帯です。「医療分」と「後期高齢者支援金分」にかかる平等割が５年間半額となります。また、
　平成 25年度の改正でさらに 3年間特定継続世帯として、4分の 1が軽減される制度ができました。
　ただし、世帯主変更や世帯構成が変更となった場合には、軽減措置が受けられなくなる場合があります。

表３　介護保険納付金分の料率と計算方法（40歳以上65歳未満の方が該当します）
項　目 料　率 世帯の保険料の計算方法

①所得割額 1.70% （前年所得金額－33万円）×1.70％

②均等割額 7,280円 被保険者数×7,280円 ただし、均等割額と平等割額には、所得基準によ
り７割、５割、２割の減額があります。③平等割額 5,900円 一世帯 5,900 円

算定した介護分の保険料が16万円を超える場合は、16万円（賦課限度額）となります。

雲南市国民健康保険の保険料支払について

　７月以降、この料率で決定した一年間の保険料額を９ヵ月で割った料金を来年３月まで毎月
納めていただきます。
　保険料は国保事業を支える大切な財源です。保険料は必ず納期内に納めましょう。
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掛
　合

保育園開放日

夢の子園 保 育 所 開 放 日 　12日㈬・19日㈬・
　26日㈬   9:00 ～ 11:00

昼 食 試 食 会 19日㈬（要予約・〆切12日） 11:00 ～ 12:00
支援センター (分室：掛合小学校体育館2F）

好老センター プ ー ル 遊 び  ４日㈫   9:30 ～ 11:00
フ リ ー ス ペ ー ス 18日㈫   9:00 ～ 11:00

分　室 子 育 て 相 談 日  ５日㈬   9:30 ～ 11:00
お 話 の 日  ７日㈮ 10:30 ～ 11:00

出前保育
吉田地区出前保育 フ リ ー ス ペ ー ス 28日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

子育て支援センター 080-2909-4713　 　 　 　 　 　  ▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

水 遊 び 教 室
（着替え、タオルを用意してください）  ２日㈰   9:30 ～ 11:30
子 育 て 相 談 14日㈮、28日㈮ 10:00 ～ 17:00

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（元久野幼稚園）  １日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ３日㈪   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ７日㈮   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 27日㈭   9:30 ～ 11:30
地域サークル
幡屋交流センター 17日㈪   9:30 ～ 11:30
佐世交流センター 20日㈭   9:30 ～ 11:30
大東健康福祉センター 21日㈮   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：（0854）45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日
　おはなし会：  1 日(土)　10:00 ～ 10:30
　　　　　　18日(火)、25日(火)　15:30 ～ 16:00

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：（0854）74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：（0854）62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  ３日㈪ 10:00 ～ 12:00
※毎日（8:30～17:30）水あそびができるようビニールプー

ルを用意しています。いつでも遊びに来てください。
※今月からお誕生日の当日にお祝い会をします。８月生ま

れのお友だちは予約してください。
教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ６日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 17日㈪   9:30 ～ 11:30
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 20日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 27日㈭ 10:00 ～（※要予約）
ア レ ル ギ ー 対 応 食 教 室 27日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 28日㈮ 10:00 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所  ６日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所 26日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉センター フ リ ー ス ペ ー ス 28日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

新着の本（抄）
▼恩

おん
田
だ

 陸
りく

「ブラック・ベルベット」▼赤川次郎「幽霊審査員」▼泉
いずみ

 麻
あさ

人
と

「還暦シェアハウス」
▼江

え
上
がみ

 剛
ごう

「鬼
き

忘
ぼう

島
しま

」▼金
かね

原
はら

ひとみ「持たざる者」▼木
きの

下
した

昌
まさ

輝
き
「宇喜多の捨て嫁」▼葉

は
室
むろ

 麟
りん

 他「決
戦！大坂城」▼小

こ
島
じま

慶
けい

子
こ
「わたしの神様」▼さだまさし「ちゃんぽん食べたかっ！」▼西

にし
條
じょう

奈
な

加
か
「ご

んたくれ」▼小
しょう

路
じ

幸
ゆき

也
や

「ヒア・カムズ・ザ・サン」（東京バンドワゴンシリーズ⑩）▼筒
つつ

井
い

康
やす

隆
たか

「世界はゴ
ご

冗
じょう

談
だん

」▼堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

「夏
なつ

の雷
らい

音
おん

」▼中
なか

山
やま

七
しち

里
り

「ヒポクラテスの誓い」▼林 真理子「中島
ハルコの恋愛相談室」▼葉

は
室
むろ

 麟
りん

「蒼
そう

天
てん

見ゆ」▼火
ひ

坂
さか

雅
まさ

志
し

「天下 家康伝㊤㊦」▼宮部みゆき「過
ぎ去りし王国の城」▼湊

みなと
 かなえ「リバース」▼森

もり
村
むら

誠
せい

一
いち

「戦場の聖
カンタータ

歌」▼山崎ナオコーラ「可
か

愛
わい

い世
よ

の中
なか

」▼柚
ゆず

木
き

麻
あさ

子
こ

「ナイルパーチの女子会」▼吉
よし

田
だ

修
しゅう

一
いち

「森は知っている」▼山陰中央
新報社 出版「出雲の國 縁

えにし
たび」▼島根大学「斐伊川百科」編集委員会編「斐

ひ
伊
い

川
かわ

百
ひゃ

科
っか

」▼西
にし

牟
む

田
た

 靖
やすし

「本で床は抜けるのか」▼半
はん

藤
どう

一
かず

利
とし

「もう一つの「幕末史」」▼國
こく

森
もり

康
やす

弘
ひろ

 文・写真「アン
ネのバラ」▼笹

ささ
 幸

ゆき
恵
え

「沖
おき

縄
なわ

戦
せん

二
にじゅう

十四
よん

歳
さい

の大
だい

隊
たい

長
ちょう

」▼内
うち

田
だ

洋
よう

子
こ

「イタリアのしっぽ」▼池
いけ

澤
ざわ

春
はる

菜
な

 
他「世界を平和にするためのささやかな提案」▼種

たね
田
だ

和
かず

敏
とし

「だけじゃない憲法」▼佐
さ

々
さ

木
き

 圭
けい

一
いち

「伝え方が９割②」▼下
しも

重
じゅう

暁
あき

子
こ

「家族という病」▼上
うえ

野
の

千
ち

鶴
づ

子
こ

「ケアのカリスマたち」▼新
しん

星
せい

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

編
へん

集
しゅう

部
ぶ

「まっすぐ縫うだけで、ほめられ服」▼コウケンテツ「コウケンテツのおやつめし」
▼椎

しい
川
かわ

 忍
しのぶ

「知られざる日本の地域力」▼長
ちょう

 新
しん

太
た

「長
ちょう

 新
しん

太
た

の脳
のう

内
ない

地
ち

図
ず

」▼舘
たて

野
の

 泉
いずみ

「命
いのち

の響
ひびき

」▼
野
の

際
ぎわ

陽
よう

子
こ

「70からはやけっぱち」▼向
むこう

田
だ

和
かず

子
こ

「向
むこう

田
だ

邦
くに

子
こ

おしゃれの流儀」▼稲
いな

葉
ば

茂
しげ

勝
かつ

「じゃん
けん学」▼黒柳徹子「トットひとり」▼田口ランディ「「ありがとう」がエンドレス」

木
　次

教室・相談
木次子育て支援

センター 育 児 相 談、 妊 婦 サ ロ ン 28日㈮ 9:30 ～ 11:00受付
社協子育てサロン（にこにこクラブ）（参加費　一家族100円）
西日登交流センター 12日㈬ 10:00 ～
高齢者コミュニティーセンター 26日㈬ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲
木次子育て支援センター ☎42-2030

　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会木次支所 ☎42-9080

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター 育児相談  ３日㈪   9:30 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

大東図書館　　☎0854-43-6131
 ８月の休館日 
　毎週金曜日、月末整理休館：31日（月）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（17日、31日は除く）
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

木次図書館　　☎0854-42-1021
 ８月の休館日  
　毎週月曜日、月末整理休館：９月１日（火）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

加茂図書館　　☎0854-49-8739
 ８月の休館日  
　毎週木曜日、月末整理休館：31日（月）
 イベント案内 
　☆おはなしチューリップたのしい絵本の会　夏休みスペシャル
　　７日（金）　14:00 ～ 15:00　事前申し込みが必要です。
　　みんなで一つの大きなじゃばら絵本を作ります。

『夏休みスタンプラリー』開催！
　期間：開催中～ 8/30（日）まで
夏休みは図書館に行ってスタンプを集めよう！

詳しくは館内に設置しているチラシをご覧ください。

　大東・加茂図書館　合同企画★

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール8 月 図書館だより図書館だより
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ３日㈪

9:30 ～掛合子育て支援センター  ５日㈬
加茂子育て支援センター 17日㈪
木次子育て支援センター 28日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 28日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 18日㈫ 9:30～

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ３日㈪

19:00～21:00

吉田ふる里センター  ６日㈭
大東交流センター 11日㈫
下熊谷交流センター 17日㈪
掛合まめなかセンター 19日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈯

◆胃がん検診（要予約） 受付時間
田井交流センター 24日㈪   8:30～11:00
◆乳がん検診（要予約）
掛合好老センター  ６日㈭   9:00～12:00

13:30～16:00
◆特定健康診査（要予約） 受付時間

吉田健康福祉センター 21日㈮   9:00～10:30
13:00～14:00

田井交流センター 24日㈪   9:00～10:30
詳しくは、「平成27年度あなたの町の集団健診予定表」
をご覧ください。

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 20日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 27日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ６日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 26日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ６日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 12日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 12日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
アルコールによる困りごと相談 17日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 19日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 20日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
雲南サロン「陽だまり」 27日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン　 しまね難病相談支援センター 27日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

８月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆雲南市障がい者支援活動
交通安全教室 三刀屋農村環境改善メインセンター

農事研修室（２階） 21日㈮ 13:30 ～ 15:30

【問】地域活動支援センター　パレット　☎ 45-0020

　【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042

※内容、場所、日時の順に記載。市外局番は記載のないものはいずれも 0854 です。

思春期の子を持つ保護者へのトーク＆ライブ�
 と　き 	８月１日（土）10:00～
 ところ 	 下熊谷交流センター
 講　師 	 福

ふく

井
い

正
まさ

樹
き

さん（特定非営利活動法人KiRALi代表理事）

	 西
にし

村
むら

直
なお

人
と

さん（絵本・歌アーティスト）
 内　容 	 二人の娘の布おむつ縫いから始まった育

児、仕事との両立、両親の介護…自身の経験を
ふんだんに盛り込んだトーク＆ライブ。子育て
のどの時期に聴いても聴きごたえ充分!!

 入場料 	 無料
	 【問】男女共同参画センター　☎0854-42-1767

大東七夕祭り�
 と　き 	８月６日（木）19:30～
 ところ 	 大東地区商店街
子ども行列、花火大会など
	 【問】大東総合センター　☎0854-43-8164

P
ぷらんと

lant M
えむ

 №８
雲南初演
「君ヲ泣ク」�

O
オ ー エ ム エ ス

MS戯曲賞大賞を史上最
年少、女性初、２年連続で
受賞した若手劇作家 樋

ひ

口
ぐち

ミユ。
2012年『A

ア フ タ ー シ ョ ッ ク

ftershock』に続
き、この夏、雲南に滞在し、自身が書き下ろした
新作戯曲『君ヲ泣ク』を、雲南の役者たちと世界
初上演します。
 と　き 	８月８日（土）14:00／19:30
� 　　��９日（日）14:00
 ところ 	 木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料 	 一般2,000円（当日2,500円）、高校生以下500円
	 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155



●市報うんなん　No.129　2015 年 8 月発行
発行 ･ 編集／雲南市役所  政策企画部  情報政策課
〒699-1392  雲南市木次町木次1013-1　☎0854-40-1015　  0854-40-1019

 unnan-city＠city.unnan.shimane.jp

市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 40,702人（－49人）

世帯数･･ 13,837世帯（－8世帯）
平成 27 年 7 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,183人（－33人）

男　性･･ 19,519人（－16人）

I N F O R M A T I O N

市報の音訳ＣＤをご利用ください
「市報うんなん」などを音声で分かりやすくお伝えするため、音訳ボラ
ンティアの方にご協力をいただき、音訳ＣＤを作成して無料配布して
います。視覚障がいの方などご希望の方は、下記まで申し込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【音訳ボランティアの皆さん】
朗読ボランティア
　「さくらの会」（大東町）
　「ひばりの会」（加茂町）
　「ともしび会」（木次町）
　「こだまの会」（三刀屋町）
音訳ボランティア
　「こもれび」　 （吉田町）
　「ほほえみ」　 （掛合町）

� 【問】雲南市社会福祉協議会　☎0854-45-9888
� 長寿障がい福祉課　☎0854-40-1042

龍頭が滝まつり�
 と　き  ８月15日（土）10:00 ～
 ところ  龍頭が滝（掛合町松笠）
滝おどりの披露、特産品・かき氷の販売など
 【問】松笠交流センター　☎0854-62-0411

キラキラ雲南文化講座「歌は世につれⅡ」

「はやり歌の仕掛人たち」�
 と　き  ８月９日（日）13:00開場、13:30開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  無料
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

掛合まち恵美須まつり�
 と　き  ８月20日（木）19:00 ～
 ところ  掛合町掛合地内
掛合太鼓、 歌謡ショー、 上多根神楽、 ビアガーデンなど
　　【問】掛合まち振興会（雲南市商工会掛合支所）
 　☎0854-62-0079

第３回幸雲南塾2015／ラボアカデミー
 と　き  ８月29日（土）15:00 ～
 ところ  旧中野幼稚園（三刀屋町中野375-2�／旧中野小学校隣接）
 講　師  和

わ

田
だ

裕
ゆう

子
こ

さん（株式会社n
ね っ こ

ecco　代表取締役）

 　　【問】政策推進課　☎0854-40-1011

昭和の名曲をもう一度あなたに

「昭和のうたメモリアルコンサート」
ゲストに男声合唱団フライエクンストを迎え、懐
かしい昭和の名曲の数々をお届けします。
 と　き  ８月30日（日）13:00開場、13:30開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  一般1,000円（当日1,300円）、高校生以下無料
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

フォーチュン婚活in出雲大社�
出雲大社を会場に独身男女100人を対象とした婚
活イベントを開催します。
 と　き  ９月13日（日）10:00 ～ 15:00�
 集合場所  出雲大社　東神苑（参道中ほど東側）
 対　象  20代～ 40代の独身男女100人
 会　費  男性3,000円、女性2,500円（昼食代込）
 申込方法  住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明
記の上、下記アドレスへ申込みください。
 e-mail:hapiko2015@gmail.com
 申込締切  ８月23日（日）必着
主催／しまね縁結びはぴこ会
 　【問】しまね縁結びはぴこ会事務局　☎0852-25-6029

雲南市成人式�
 と　き  ８月14日（金）10:00 ～ 12:00
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
平成７年度生まれの新成人404人の成人を祝います。
 【問】社会教育課　☎0854-40-1073

八重滝まつり�
 と　き  ８月14日（金）10:00 ～
 ところ  八重滝駐車場（掛合町入間）
あゆのつかみ捕り、出店など
 【問】入間交流センター　☎0854-62-0403

吉田ふるさと夏祭り�
 と　き  ８月29日（土）17:00 ～
 ところ  吉田町稲わら工房周辺
吉田小学校鼓笛隊、吉田中学校吹奏楽部、吉田保育
所火炎太鼓、ムラゲレンジャーショー、屋台など
　　　　【問】吉田ふるさと夏祭り実行委員会
 　☎0854-74-0211

戦後70年記念上映�雲南市遺族会推薦作品
チェリヴァシアター�「月光の夏」�
 と　き  ８月22日（土）①10:30　②15:00
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【全席自由・前売】ペア1,500円（会員・前
売のみ）、一般1,300円、会員1,000円、小中高生・
シニア500円（当日各200円増）※未就学児無料
※無料託児サービスあり（要予約）８月12日（水）

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

 音訳
ボランティアも 募集中！

（1993 年／日本／ 112 分）


